
授業科目 口腔外科疾患病棟管理学（口腔顎顔面外科学） 

区分・単位 講義・演習・実習 ９単位 関連分野等  

年次・期別 1年次〜2年次 曜日・時限 全日 

教室 
口腔顎顔面外科学分野図書室・入院棟

東 11階カンファレンスルーム 
担当者電話番号 佐々木 朗（6702） 

担当教員 
【研究科】教授：佐々木朗、准教授：目瀬浩、助教：岸本晃治、志茂剛、吉岡徳枝 

【病院】講師：西山明慶、木村卓爾、助教：塚本剛一、山田庸介 

一般目標  口腔外科疾患入院患者の術前・術後管理が適切にできる能力を身につける 

到達目標 

1. 適切に診療録記載ができる。 
2. インフォームドコンセントの重要性が理解できる。 
3. 医療安全の法律と意義を理解し，基本的な対策ができる。 
4. 消毒、滅菌および院内感染対策を理解し、適切に行うことができる。 
5. 基本的な術前・術後検査オーダーができる。 
6. 各種全身疾患を有する患者の評価ができる。 
7. 関連医科専門医への対診が適切にできる。 
8. 輸血・輸液の適応・対応が確実に理解できる。 

講義概要 

病棟口腔外科担当医としてグループ医療に参加し実習を行う。グループリーダにより，直接指導
を受け種々の口腔外科疾患患者の病棟医として管理実習をする。 
１，教授回診（演習・実習） 

1. 患者の検査データの整理と病状説明 
2. 患者の治療方針決定における検討 
3. 患者の入院生活における問題点の抽出と解決法の実施 

２，教育講義・演習 
1. 診療録記載の基本、インフォームドコンセント 
2. リスクマネージメントと医療安全 
3. 口腔外科領域の消毒，滅菌管理および院内感染対策 
4. 口腔外科領域における検査、病棟管理 
5. 術前・術後検査 

1）循環器系検査 
2）呼吸器系検査 
3）肝臓・腎臓検査 
4）糖尿病、内分泌検査 
5）血液検査、止血・凝固検査 

6. 医科への対診 
7. 輸液・輸血に関して 
 

本講義において、（社）日本口腔外科学会認定専修医・専門医取得のための入院手術管理レポー
ト、担当入院症例報告書が記載出来るだけの素養と知識を深める。 

テキスト 
参考書等 口腔外科学、周術期管理関連の図書。ただし、自ら専門書・論文を見いだす方が望ましい。 

成績評価基準
成績評価方法 

教授回診での教育的質問に対する回答についての評価 
病棟実習における態度，具体的な入院管理の知識・技術習得など 
講義・演習への参加と到達目標評価シートによって行う。 

研究活動との
関連 

臨床専門医コースにおいては臨床的な疑問から研究目標の設定が可能，そのためには専門的か
つ根幹となる知識の修得が必要である。 

 
 
 



 

 
 
 
 

基礎実習 
相互実習：心電図検査、肺機能検査、動脈・静脈血採血など 

血液型判定、交差適合試験、輸液・輸血回路の組み立てなど 

臨床実習 
病棟担当医として病棟管理を指導医とともに行う. 

週 1度の教授回診にての病状説明及び教育的質問へ対応する. 

症例検討会 
毎週火曜日 8：00 より入院患者カンファレンス、毎週木曜日 17：30 より口腔外科・歯科麻酔科

合同カンファレンス、18：30より医局会での症例カンファレンス。2か月に一回程度の矯正科と

の顎変形症カンファレンス。1か月に一回程度の CPC（口腔病理医とのカンファレンス） 

講義日程 

講義は下記の日時にて行う。変更となる場合には事前に大学院生に通知する。 
 

1. 診療録記載の基本、インフォームドコンセント（2009年5月：佐々木） 
2. リスクマネージメントと医療安全（2009年4月：目瀬） 
3. 口腔外科領域の消毒，滅菌管理および院内感染対策（2009年5月：目瀬） 
4. 口腔外科領域における検査、病棟管理（2009年4月：西山） 
5. 術前・術後検査（2009年6月：岸本、塚本） 

1）循環器系検査 
2）呼吸器系検査 
3）肝臓・腎臓検査 
4）糖尿病、内分泌検査 
5）血液検査、止血・凝固検査 

6. 医科への対診（2009年7月：志茂） 
7. 輸液・輸血に関して（2009年8月：吉岡） 

 

本年度参加

が望ましい

学会等 

第63回 日本口腔科学会総会・学術大会 

 日時：平成21年4月16日、17日 会場：浜松 

第38回 日本口腔外科学会中・四国地方会 

 日時：平成21年5月30日 会場：広島 

第54回 日本口腔外科学会総会・学術大会 

日時：平成21年10月9日-11日 会場：札幌 

 


